
研 究 槍 文

水 lP発 鮫 川 爆 薬 の 'dl弊 政 感 度 試 験

(ギ 1･ツブテ ス トに よ る水 中 発破 用 燥 茶 の起 爆 限 界 圧 ))の 洲 定 )

藤Iuf修三◆ lIxul稔暮･Fl下部jlI大書 水応容二郎★

泊此兜鮫川の各組悠難について.ての衝撃波感度を小型-FlI/7'テス 1により湘症した｡小

型ギャップテス トは当所で閑雅Lf=もので,衝撃波発生潔として20gのテトリルJ{レット(9-

20mm,p.=155g/tc)を使用 し,折紫波媒終には. 1'1cx■glaSS敏を用いる.各級煉薬の煉発駅

非ギャップ長 く50% po】nl)を知潤し.これよJ)EF=力餅 t:Lu感 から杓た各触捷兆の阻SF痘煙衝架

波nlJJは SX-1は 31±5klmr,CX-l,8±Lkb.lT,CX12.285±5kb.Lr GX弄掛 ますべて

25kbr以下であった｡CX 系統のは鵜はニト.]ダリt,リンゲルを含むゆえ･その既述媒在の

たd),細めて衝撃波感度が鋭敏となるのであろう｡

1 緒 書

火薬類は熱力学的に不安鐘状他にある｡このため火

薬新に外部よJ).祈私 産軌 火IL-符の刺軒をJjJぇ,

かつ,その刺澱が一艇汲蛙を越えたIii合,火薬yIは分

解一打火燃焼をblTめる.したがって火茄mが外恥刺激に

感応 して沓火燃姓を開始するのに必野なJti′ト外敵刺数

量をもって 刺激-の応答性,つまり_V火感蛙が決め

られる｡起爆薬取を除いて▲-胞に着火解放を鵬始 し

た火燕加が,たとえば,敷皮の十分な1,1竹内-密閉し

て鼠かれた掛合,燃焼の進行とともに生成ガスのため

溶書芸内の圧力が州大ナる｡内部D:メ)の州)Jnは燃焼速度

を加速し,このため1勺鉦圧力が新しく仰大して,逆に

は,火薬類の未払娩恥分に衝撃波が生成されるように

なると,反JL:の鎌子は-空し,衝撃波により維持され

る超高速化学反応 いわゆる媒轟-と転捗する｡爆滋

は衝撃波を仲い.かつ衝撃波により維持される罪熊石.･1

述化学反止であるゆぇ,何らかの方法で-Ji'強度以上

の衝撃波 (LTL櫛波)を火薬類に与えると紅ちに媒轟を

開始する可能tlがある｡頒遊閑地に必AL/J;放牧紙幣渡

EiI力をCrLは IIshocklnLTLa110nPressure(以後 P)と

記す｡)と呼び こLl.は煉薬の種艶 物PJl的条件lこより

決まる符†lなものであることが知られている■).n ･l

放米で盛んに行なわれてい引農薬の祈松波感蚊測定力

ilの一にギャップテス ト (gaptest) と呼ばれ･D力u

がありl), Tr所において新 しくr井J発したギlツブテス

ト方故により,各舶 来の衝撃波感度,つまり,Plの

F棚讃洞)i強行なった｡1㌔のim必 ま煉窮の致'/'衝やJ=

対する班会仕を推定できるt.:'けで/,L く,水rT'殉煤性等

をも知ることができ,非郡にlJJllである｡

2 ギャップテス トの簡略!娃明

包 lにギャ･/7'テス トの怖jtl/J.概略周を示す.
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Liim,既衝撃波発生源として (lot-orcxz,losl､e の爆

発を利J‡け る｡doTIOrCXplosl､Cの撫轟は衝撃波媒体

(g叩)に衝撃波を訴起 し,この折解法は図 】の下jJl'''J

-搾:粧とともに減衰しながら過行し.洪柑 弄くaccc

E)LOrCXPlt▲sL＼C)へと入射して行く｡ギャップfT< lが

短 くて,別科爆燕-入射ナる祈解放が十分強いと,釈

料畑非比感化し燃盛するが,キ■1ツブ並が良くで,釈

本棚兆へ入射ナる祈撃沈が弱いと恨みを三邑きない｡班

や撫 苑の畑.不凍の判超方法は,後々の方法が考えら
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れるが,図1に示すような,鉛板を使用して,これに

刻まれた爆癌を見るのが瓜も簡便な 方法であろう｡
ギャップ長を変化させて,
飲料爆薬が療養を星さな

くなる限界ギャ･Jブ政(以後ligと紀す｡
)を換り返

しの爽故により求め.
ligの大小を基王即こして,
爆薬

の衝撃波感度を定血化するのがギャップテストであ
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圧力関係が判っていると,拭
料爆薬のBgを求めるこ

とによ?,
直ちに,
Piを知ることができが)｡
本来政

ではdonor叩losiveとしてテトリルべ レ･Jト,ギャ



7混合物.lOgを庄gtして得れるペレ･/トをIか ､た.メ

レットは■rl心1茨目こ篠 65mm,羅さ 10mm の6号か

℡さし込7F州の孔を穀lナたものと.礼なしの二価加あ

り,どちらも外径 20mm である｡祁~孔のものとれな

しの二つとセTlテープで接労させたものを LLorLOr(輿

水 20i()とした.べレ･/トの老齢 ま1535土002g/cm暮

(】0個の平均)で.団2の丘))較iE曲巣を求めるのに

用いたものJ:リ [9;弘 ′トさい｡また.イオンギャ-/

プ法による畑速湘延の括巣,ペレットは 726±005

km/scc(ヰElの平均岨)の漣連を晶 した｡

ギ十ツブにはPM M A転を旺用 した｡5CXうOmm

(ll) H塙(CX-2)

ギ十タブ)蔓 L(mm) tlJ 定

[060

1237

E273

140:I

l488

酸井ギャ･/ブ滋 Ilg=)45土05mTll
の正方形で,Pさが 5mm,2mm,05TnFn の三徒弟

の r･M .M ^ 収を者当I:Efね合わせてほぼ任恵のギ (m)-ントライト(CX-】)

ヤップ長tftl叩 .雄楚fTiT/ギスでギ十･/ブ茨を軸旋 し

ておく｡decepl(IT容解は外径26mm.内径20mm 長

さ20znLnの梗常塩ビ管を使用し,これに,各級爆薬を

-附 こ入れたものを accepLOTとする｡

aceeplOrの煉.不煤は.50x50x20mm の転〉坂を

ncecptor下称 こZEくことにより'糾られる鉛版上の旗広

をもとにや旋 した.zICCCplOrが不克はのgi%.倍額痕

跡からの煉不付の判定には国是 が伴 ).このため,

8ccel)tOrEiLJ詐召馴こ完全不7.TZi性件で,かつ衝撃波抵抗

が煉薬に近似していろとV,Jえられる池粘土をつめ,こ

ねをs.Lml)1ca｡C叩10rとし,ギャップ技を10-15rrLnl

の笹tERで変えて,donLITを爆発させて1rlれる9,日茨111跡

を,完全不榊の代ヲ(例として参考にした｡

… ik:は,SX,H-6.ベン トライ ト CX-I,

GX-2,GX-3.3F,朋ダイナマイ トの 7裸であり爽験

怒束をプ之l((】)-(lq))に示す｡AlfLの判k'は.鉛

収1LL跡を韮岬にしたものであり.;之雌 0.完全不燃

(規範が㍑められる) メ,爆発はしているが媒TILiの

Jトさいものを△とした.

表 1 各結浄薬のギ十･J7'テス ト治具

(I) SX

別井ギ十クブ托 1'g-L39±05mm

(注) ギ十ツタ姓は2回満足の平均ylである.
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(Ⅵ) GX-3

ギャップ長 :I(mm)

限界ギャップ長 :lig=65±10mm

J (Ⅶ) )や桐ダイナマイト

限界ギャップ長 :lig=95±10mm

5. * *ギャップテストは一般に

再現性が良好であるが,衷1の Ⅵ ,GX一日 こついて,ギャ

ップ長が短いところで,結果がばらついている｡ この理由は,

donor,ちしくは 8cceptOrの P.M.M.A.碇への接

着のしかた不十分であったものと思われる｡bj 認 諾 警 諾 芸;:讐 慧讐 慧

アH-6:lig…14.5±0.5mm,ベントライ ト:lil-28.5±0.5mm,GX-L:lig≡ll0±10mm,GX-2:lig-

150±lOJnm.GX-a:1ig=65±10m

m,3号桐ダイナマイ ト;lig=95土10mm と決

定した｡ギャップ長が50mm 以下の場合.使用した叔小肉

厚の P･M･M･A板が 0.5mm厚であるゆえ,ligの誤

差範囲を ±0.5mm とした｡60mm以上のギャ

ップ長の場合,10mm私庇のギャップ長の変化は衝

撃波圧力をほとんど変化させないことS), また圧力較正

曲線の信頼度の=点を考慮して,ligの駅差範囲を ±

IOmm とした｡各種爆薬の Iigを図2の校正曲農か

ら起爆擬界圧力 (Pi)へと転換した任を衣2に示す｡Piの決定は図2の較

正曲線の倍額性を考慮して,誤差慈円 10-20% の広Yd.3tNo.1-tm 表 2 各載爆薬の起爆限界圧力矧

馴ことつた｡また,PETN (密度 0.9g/cm

8)よりも低い起爆圧力聴囲,つまり2.5kbar以下は較正

曲線の圧力に関しての倍額性が極めて低くなるゆえ,チべて,P

iを 2.5kbar以下としたが,3号桐ダイナマイ ト

,GX-I,GX-2,GX-3に関して,各々の限界ギャ

ップ長 くlig)には有意な差が明政に藩められる｡爽験者らの鼓鼓によれば

,Pi<20kharの爆薬は概して6号雷管での起爆 が可能で (Capsensitive)Pi

>20kbrの爆薬の起爆にはブースターが必要

である｡次に,)骨柄ダイナマイト,GX新が

衝撃波に対して極めて鋭敏な結果が出たのは,これ

は前記爆薬がニトtlグリセリンを含むことに起田 し

てい る｡すなわち.ニトログリセリンのような液㈱ 酸エステル

類はゲル状であっても極めて低速燥轟を起こしやすい

からであろう｡Watsonら11牝 よれば,これら液

体硝敢エステル新が低速燥轟を呈すには,特に,内紛

こ先泡が含まれる時,生じやすく 1-2kbar程度の衝

撃波 (皮縮波)圧力で十分であることを報じている｡本典故に

おいて,GX頼,3号桐ダイナマイトの鉛板爆痕

のクレーターの深さは,HIS,SX,ベントラ

イト苛に比較して,極めて淡く,以上のことからG
X, 3号桐ダイナマイトに関しては,これらの低速

燦轟感度が判定されたもので

ある｡最後に,図3に,本来蛸 果と,小型ギャッ

プテストにより求めた,他の爆薬類の限界〟の
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ギャップ及,起爆限界圧力を掲げて本報せを終る｡

なお,この爽験は本四槍公田から産兼火薬会に垂托

したものの一粒であり.報告香が公t卸こ投出されてい

る (但し非公抑)今般公団の了解を得てここに相磯す

るものである｡典故に執政助をいただいた,日本カー

リット,筒井,前田,日本工機,亀ケ井,矢野各氏に

謝意を袋す｡
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ShocksensitivityofsomeexploSiveBforunderwaterbhstingwasmeasuredbya

smallscalegaptestinwhichplexigla58PlatesWereusedasagapmaterialandtetzyl

pellets itsadonor臨plosive(p.=1.55g/cc).Shockinida血npressureobtainedLrom

the50%inidadongaplength waS31±5kbarforSX-1,28.5±5kb&rLotCX-2,8±1

forCX-I, azldlessthan2.5kbarforGXexplosives.TheGXexplosiveswhi血 contaizL

NG-昔ellhavehigh shocksensitivityowingtotheirlowvelociqTdeton&don(LV.D.).
(m eNa血nalChemicalhboratoryforI血ltwtry.Tokyo.

Hiratuh,K8nagaWa,Japan.)
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